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【動機】

数独で遊んでいたとき、数独の性質が気になったので、研究しようと思った。研究しやすいとこ
ろから取り組もうと思い、9*9でなく4*4の数独について考えた。また、平面を立体にしてみたら
もっと面白い性質があるのではないかと思い、それについての研究を行った。

【方法】

平面数独や立体数独の解となる盤面（解盤面）の個数が気になったが、立体数独の解盤面につい
てははじめ何もアイデアが思い浮かばなかった。そこで、コンピューター上でシミュレーション
できるのではないかと思い、自身のプログラミング経験を基に、コンピュータを用いた研究に挑
戦した。

【結果】

立体数独の解盤面は768通りあることを、机上での計算とコンピューターを用いた数え上げの2通
りの方法で求めることができた。また、乱数を用いてある程度高速に立体数独の問題を生成する
プログラムをC++で作成することができた。

【まとめ】

平面数独の解盤面は288通りであり、立体数独の解盤面は768通りであるので、次元を1つ増やし
ても解盤面の個数は約2.7倍にしかならないことが分かった。また、立体数独の問題を高速に生成
することができることも分かった。

【展望】

本研究では4*4平面数独の解盤面から4*4*4立体数独の解盤面の個数を求められた。また、問題生
成について、4*4*4の立体数独の問題は高速に生成できることが分かった。これを4*4*4*4や9*9、
9*9*9の場合に応用できるかもしれない。
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